滝野自然学園　運営要領（案）

１　設　置
　　公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会は、自然環境を活かし「非日常の体験や学
びあいの活動」を中心に市民と自然をつなぐ自然体験活動施設として、滝野自然学園（以　
　下、学園）を設置する。

２　休園日
　　12月29日から翌年1月3日とする。
利用の無い土日祝日は、休園とする。
　ただし、特に必要があるときはこれを変更し、又は臨時に休園日を設けることができる。

３　宿泊定員
　　定員100名
　　※宿泊室1：36名・宿泊室2：36名・宿泊室3：25名・引率者控室：3名
　　※但し、日帰りの場合はこの限りではない。

４　利用時間
　宿泊利用の場合、利用時間は午前11時から翌日午前10時までとする。
　日帰り利用の場合、利用時間は午前9時から午後5時までとする。
　　　
５　利用対象
　　・学校、幼稚園、保育園、青少年団体及び社会教育団体、及びこれに準じる団体。　
・自然体験プログラムの利用、研修や文化、スポーツ等の活動を行う団体。
　　　　　
６　利用制限
　　次の各号に該当する場合には、利用を認めない。
（１）　公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認める場合
（２）　施設、備品等をき損し又は滅失するおそれがあると認める場合
（３）　18歳未満のものが使用する場合において、20歳以上の引率者がいない場合
（４）　営利・政治・宗教・冠婚葬祭を目的とした活動を行う場合
（５）　その他、学園の管理運営上支障があると認める場合

７　行為の禁止
　　利用者は、学園において次の各号に掲げる行為をしてはならない。
（１）　火災、爆発その他危険を生じるおそれのある行為をすること。
（２）　騒音又は大声を発し、暴力を用い、その他他人の迷惑になる行為をすること。
（３）　施設、備品等をき損し、若しくは汚損すること。
（４）　敷地内において喫煙すること。
（５）　所定の場所以外にごみ、空き缶その他の汚物を捨てること。
（６）　その他管理運営上特に必要があると認めて禁止する行為。

８　原状回復
　　利用者は、施設の利用を終了したとき、又は施設の利用の停止を命じられたときは、
直ちにその使用場所を原状に回復して返還しなければならない。

９　賠償
　　学園を利用する者が、施設、備品等をき損し、汚損し、又は滅失したときは、その損
害を賠償しなければならない。ただし、やむを得ない事由があると認めたときは、賠償額を減額し、又は免除することができる。



10　利用の申込み
1 年度前予約
（1） 予約期間
　　翌年度の4月から3月までの申込みを、活動協会利用分は前年度の１２月末までに受付け、その後一般団体の予約は、前年度の2月の定めた日に受け付けることとする。
　
（２）優先順位
　　　１　　　公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会自主事業
　　　２　　　公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会指定管理施設事業
　　　３－１　学校教育法に基づく学校・幼稚園及び、児童厚生施設等
　　　３－２　その他一般団体事業
　　　　　　　　　　　　
（３）優先内容
　宿泊日時を決定後、日帰りを決定する。
　　　ただし、利用希望日が重複する場合は抽選により利用団体を決定する。

2 通常予約
　　　年度前予約による利用団体決定後、都度受け付けることとする。

11　利用申込期間
　　利用を希望する者は、使用する日の14日前までに申し込まなければならない。
　　　
12　利用申込手続きについて
　　利用をしようとする者は、予約から５日以内に利用申込書、利用10日前までに、利用計画書、利用者名簿、食事・自炊材料申込書、有料貸出物品申込書を添えて、学園に提出しなければならない。

13　経費について
（１）　利用料金（施設利用料金・食事利用料金・その他利用料金）
[bookmark: _GoBack]　　　　学園を利用するものは、別表１に定める利用料金を納付しなければならない。
（２）　利用料金の減免
　　　　前項の利用料金は減額、又は免除することができない。
（３）　利用取消料について
　　　　利用取り消しに伴うキャンセル料金については、別表２のとおりとする。
（４）　利用料金の支払い
　　　　　利用者は、後日発行される請求書に基づき、請求書到着後2週間以内に所定
の銀行口座へ、原則振り込みによる支払う。振込料金は、利用者負担とする

　　附　則
　この要領は、令和2年4月1日から施行する。
